
熊
田

　順
一

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）

本
部
ア
ジ
ア・
太
平
洋
部
門
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー

第
１
回
　
国
際
舞
台
で〝
日
本
〞を
発
信

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
通
信

　
皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。

　

観
光
庁
と
J
A
T
A
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

訪
日
イ
ンバ
ウ
ン
ド
事
業
の
専
門
会
社・J
T
B
グ

ロ
ー
バ
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベル
か
ら
、国
連

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）へ
派
遣
さ
れ
て

い
る
熊
田
順一と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
7
月
か
ら
の
2
年
間
に
及
ぶ
任
期
中
、

U
N
W
T
O
と
加
盟
各
国
の
政
府
関
係
者
や
観

光
産
業
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
強
化
を
通
じ
て
、日
本
の
取
り
組
み
を
国

際
舞
台
で
発
信
し
、国
際
観
光
の
振
興
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら「
じ
ゃ
た
こ
み
」誌
面
を
お
借
り
し

て
、U
N
W
T
O
の
取
り
組
み
や
事
業・展
望・分

析
な
ど
に
つい
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

第
1
回
は
U
N
W
T
O
の
組
織
と
成
り
立
ち

につい
て
紹
介
し
ま
す
。

　

U
N
W
T
O
は
1
9
7
5
年
1
月
2
日
、

1
9
7
0
年
秋
に
採
択
さ
れ
た
U
N
W
T
O
憲

章
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
、2
0
0
3
年
12
月

に
国
際
連
合
の
専
門

機
関
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
分
野
に
お
け
る
世

界
最
大
の
国
際
機
関
で

あ
り
、スペ
イ
ン
の
首
都・

マ
ド
リ
ー
ド
に
本
部
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

U
N
W
T
O
憲
章
は
、国
際
間
の
理
解
と
平

和
、繁
栄
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、性・言
語・宗

教
に
よ
る
差
別
な
く
、す
べて
の
人
に
とって
人
権

と
基
本
的
自
由
を
普
遍
的
に
尊
重
し
遵
守
す
る

こ
と
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、観
光
を
振
興
し
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
基
本
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
開
発
支
援
や
調
査
統
計
活
動
も

　

2
0
1
4
年
12
月
現
在
、加
盟
国
は
1
5
6

カ
国
と
6
地
域
で
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
を
含
む
4
0
0
以
上
の
賛

助
加
盟
員
に
よ
る
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。U
N
W
T
O
に
よ
る
主
な
活
動
と
し
て

は
、⑴
国
際
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、⑵
観

光
開
発
支
援
、⑶
観
光
の
持
続
的
発
展
、⑷
市
場

調
査
と
観
光
統
計
、な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
を
図
る
た
め
に
国
際
会
議
な
ど
を

行
い
、情
報
交
換
の
機
会
を
提
供
し
た
り
、開
発

途
上
国
に
対
す
る
観
光
事
業
従
事
者
の
育
成
支

援
や
観
光
分

野
の
技
術
協

力
の
ほ
か
、観

光
と
環
境
の

共
生
・
世
界

遺
産
や
自
然

保
護
区
の
管

理
な
ど
、観

光
の
持
続
的

発
展
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
を
図
る
活
動
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、観
光
市
場
の
動
向

を
世
界
的
規
模
で
統
計
調
査
す
る
唯一の
機
関
で

も
あ
り
、観
光
統
計
の
国
際
的
な
比
較
可
能
性
の

促
進
な
ど
も
、U
N
W
T
O
に
よ
る
重
要
な
活
動

で
す
。

　

2
0
0
0
年
9
月
に
ニュー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム・サ
ミッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
連
ミ
レニア
ム
宣
言
に
基
づい
て
、国
連
は
開
発

分
野
に
お
け
る
国
際
社
会
の
共
通
目
標
と
し
て

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
M
D
G
s
）を
ま
と

め
ま
し
た
。M
D
G
s
は
、極
度
の
貧
困
と
飢
餓

の
撲
滅
な
ど
8
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、そ
の

実
現
に
向
け
て
、国
際
社
会
の一層
の
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
目
標
達
成
へ
企
画
提
案

　

国
際
的
な
観
光
の
振
興
を
通
じ
て
M
D
G
s

の
達
成
を
目
指
す
U
N
W
T
O
に
は
、ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア・太
平
洋
、ア
メ
リ
カ
、欧
州
、中
東
の
5
つ

の
地
域
委
員
会
と
、広
報
、統
計
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、産
学
官
連
携
、技
術
支
援
、サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム・危
機
管
理
、倫
理
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョンマ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、国
際
機
関
、シ
ル
ク
ロ
ー

ド
な
ど
11
の
機
能
特
化
部
門
を
合
わ
せ
た
16
の

実
務
部
門
と
管
理
部
門
を
、1
5
0
人
の
要
員

（
1
0
0
人
の
職
員
と
50
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
要
員
）で
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、奈
良
に
地
域
事
務
所
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
加
盟
国

への
窓
口
機
能
を
担って
い
ま
す
。

　

当
方
の
所
属
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
部
の
管
轄

は
、東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ブ
ル

ネ
イ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、中
国
、北
朝
鮮
、フ
ィ
ジ
ー
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、日
本
、ラ
オ
ス
、マ
レ
ー
シ
ア
、モ
ン

ゴ
ル
、パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、韓
国
、

タ
イ
、東
チ
モ
ー
ル
、バ
ヌ
ア
ツ
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、サ
モ
ア
、香
港
、マ
カ
オ
の
20
カ
国
2
地
域
で

す
。南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
、バン
グ

ラ
デ
シュ
、ブ
ー
タ
ン
、イ
ン
ド
、イ
ラ
ン
、モ
ル
ジ
ブ
、

ネ
パ
ー
ル
、パ
キ
ス
タ
ン
、ス
リ
ラ
ン
カ
の
9
カ
国
が

あ
り
、合
わ
せ
て
29
カ
国
と
2
地
域
を
担
当
す
る

形
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
各
国
の
観
光
分
野
の
担
当
者
と
各

国
の
課
題
につい
て
議
論
を
進
め
な
が
ら
、日
本
で

得
て
き
た
経
験
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
部
メ
ン
バ
ー
と

の
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
磨
き
、国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
目
標
の
達
成
に
向
け
て
企
画
提
案
を
行
って

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミレニアム開発目標（MDGs）


